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座間市立東原小学校　学校運営協議会　会議録
	会議の名称
	第　４　回　東原小学校　学校運営協議会

	開　催　日
	令和　８　年　１　月　２８　日（水）

	開　催　時　間
	１５時００分　　～　１６時３０分

	　開　催　場　所
	東原小学校　　

	議　　　　　長
	　　　　　　　石田　里香

	出　席　者
	学校運営協議会委員８名，校長，教頭，教務，事務主幹，
総括教諭３名，職員５名

	傍　聴　の　可　否
	　　　　可
	傍　聴　者　数
	３　名

	会　議　の　内　容

	【議　題】　
・第２回コミュニティ・スクール推進協議会の報告・学校保健委員会報告
・学校評価について

	＜コミュニティ・スクール推進協議会の報告＞（別紙）
・協働という言葉がとても心に残った。
協働とは・・・立場の異なる人たちが、同じ目的のために（目標に向かって）
対等な立場で、ともに活動すること。
Ｗｉｎ　Ｗｉｎを大切にしながら、子育てを地域全体で行う。厚木市では、１０～２０年かけて築いてきたそうだ。

・学習単元の「町たんけん」の進め方について話し合いをした。
　学校で単元の取り組みについて話し合う時に、地域を知る商工会や自治連合会の方々のアドバイスがあったら、どのように発展するのか・・・と考えた。

・学校としては、お店にアポイントをとる大変さがある。地域の方がアポイントをとりお店とつないでくれたらありがたいが・・・。

・一緒に考えることはよいと思う。しかし、学習の目的や子どもたちに何を学ばせるかなど、学習のめあてや内容をしっかり理解して関わっていくことが大切ではないか。打ち合わせの機会が必要であり、当事者意識をもつためには、深く関わっていかなくてはならない（課題）

・東原小では、お店を訪問する際に引率のボランティアをＣＳ応援隊にお願いしている。訪問後、聞いてきた内容について、子どもたちの発表の場でＣＳ応援隊が聞くことができたら、ＣＳ応援隊も関わった実感があるのではないか。

・お店との交渉には難しさを感じている教員もいるのが現状。

・厚木の学校は、地域の人が学校に関わる環境にあるようだ。町たんけんの目的は町にこんなお店があり、働く人（職業）がいることを知るだけで俯瞰できよいのではないかと思う。



・お店とのアポイントをとることは地域の人でもできると思うのだが、先生方の授業の考えがあると思い遠慮していた。交渉する等、相談していただければ動いていきたい。キャリヤ教育の希望は、お手伝いさせていただいているが、毎年同じ職業の方にお願いしている。広げていくことも必要か。

・教師と協力者の話し合いが必要であると思う。何のためにやるのか、大人がお膳立てしてしまい、子どもの学ぶ機会をなくしていないか。子どもに身に付けさせたいことは何なのか、実態に合ったものを確立させていくようにするとよいと思う。

・子どもたちも一緒に準備を行うのはどうか。子どもが自分で電話をするなど・・
　（断られることも勉強になると思う。）

・ＣＳボランティアの集約をしているが、基本は子どもたちが主体で、学習を見守ってほしいと伝えている。分からなかったり、困っていたりして時に支援をお願いしている。

＜学校保健委員会の報告＞
・体力テストからの実態・運動はなぜ大切か・運動の企画　大縄集会の結果
　～動画の視聴～

＜学校評価について＞（別紙）
・児童，保護者，教職員で実施

・「学校は楽しい」の数値は高いが、不登校、しぶり傾向はいる。

・「魅力ある学校づくり」の取り組みとして、日常にある小さな幸せを感じる力をつけてほしいと「ハッピーカード」を書いている。こんな楽しいことがあるという前向きさを持ち、小さな推進力にはなったと思う。おいしいとかうれしいという体験をたくさんさせてあげたい。
　これからの時期、６年生の卒業に向けて、在校生から「ありがとう」のハッピーカードをしたいと思っている。

・とても素敵な取組だと思う。周りの子も気づける。幸せを感じる。

・虹色のカード（ハッピーカード）が並んでいると、心が癒される。子どもたちに保護者がそう思っていることが伝わるとよいと思う。

・各学級では、帰りの会等で、「キラキラさん」「清掃ＭＶＰ」「今日のいいとこメガネ」など、お互いを認め価値づけるための取り組みをしている。

・日常の声かけが大切なんだなと思う。

・朝、学校にくると、先生方はクロームブックでココロチェックをして、子どもの様子を把握してくれている。先生方が朝から帰りまで声かけをしてくれていることがありがたい。

・自分から主体的に行動することについては課題である。
校内研では「やってみたい！知りたい！学びたい！」をテーマに取り組んでいる。子どもたちが問題を解決していくのに、教師がどこまで手をかせばよいか悩む。
考えさせることは難しいと思ったが、校内研で取り組んでみて、できることがあると思った。

・「外遊び」から「運動遊び」という言葉に変えた。
　猛暑でなかなか外遊びができない現状がある。今後は、すごろく（手作り）や
トランプを使っての室内遊びも取り入れていく。声のかけ合いを大切にしていき
たい。

	【配付資料】
・第4回学校運営協議会次第　・協議会出席報告書　・学校評価　
・地域学校協動活動に関するアンケート集計結果

	次　回　開　催　予　定　
	　令和　８　年　２　月２５日（水）１５時００分より



